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日本産アリ類生態情報 18. 個体群密度． 

基本的に調査区画を 1 m2を単位とした全面掘り取り法によるものを示した．蛹，幼虫，卵を除く．コロニーを基本単位

として生活するアリ類の働きアリは，他の一般的な昆虫類の個体には該当しないとの見解から，「個体群密度」の用語

を働きアリに適用することに異論もあるが，ここでは個体数密度と表記した． 

ツルグレン装置による密度調査例は「参考」に示した． 

            

地域  環境（植生）  個体群密度(/m2) 出典 

            

北海道 中川郡音威子府 アカエゾマツ林(450-470m)    25.18*  北沢他(1985) 

北海道 士別市 トドマツ人工林(200-210m) 148.02*  北沢他(1985) 

北海道 常呂郡置戸町 針広混交林(260-340m)      108.06*  北沢他(1985) 

群馬県 霧積山 冷温帯夏緑樹林(標高 1050m) 163.2  近藤(1983) 

茨城県 那珂町 アカマツ植林(標高 50m)  199.4  寺山・松本(1987) 

茨城県 那珂町 アカマツ植林(標高 50m)  94.5  寺山・松本(1987) 

千葉県 清澄山 モミ，ツガ林(標高 250m)  414.5  山岡(1976) 

山梨県 朝霧高原 冷温帯草原(標高 840m)   9404.0  佐伯他(1969) 

長野県 霧ヶ峰高原 冷温帯草原(標高 1600m)  1005, 332, 781 斉藤他(1979) 

熊本県 水俣 暖温帯照葉樹林(標高 500m) 364.0  林田他(1970) 

熊本県 水俣 暖温帯照葉樹林(標高 600m) 1665  林田他(1970) 

 

鹿児島県 中之島 亜熱帯照葉樹林  111**  Abe (1977b) 

鹿児島県 奄美大島（金作原） 亜熱帯照葉樹林  313**  Abe (1977b) 

沖縄県 沖縄島 サトウキビ畑  1275  Abe (1977a) 

 

岐阜県 長良川 河川敷  約 9000(カワラトビイロケアリ) Yamauchi et al. (1982) 

山口県 岩国市 圃場  551-832（アルゼンチンアリ） 寺山(2004) 

            

*：２ x 5 mコドラート x 5ケ所の結果から 1 m2当たりの数値を算出．**: 土中 15cmまでの掘り取りによるもの． 
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参考 

ツルグレン装置による土壌サンプル抽出により得られたアリ類の調査では，以下のような結果が見られる． 

1) 栃木県那須御用邸 落葉広葉樹林 (標高 920 m)   

12.5 cm x 12.5 cm x 5 cm のサンプルコア 6ケ所(937.5  c㎡ x 深さ 5 cmに相当)から抽出されたアリの個体数. 

A1-A6 の下の数字は調査年月日を示す．肩文字の a-d は 5％水準での有意差を示す． (  )：1 地点につき 12.5cm × 

12.5cm × 深さ 5cmのサンプルコア 6カ所からの土壌サンプルから抽出されたアリの合計個体数．寺山 (未発表)． 

               

  A1b  A2d  A3a  

  

  2011  2011  2012  

  10.7  12.11  6.11  

               

伐採地   B1-1 39.67±19.96 2.50±1.73   97.67±96.23  

  (238)  (15)   (586) 

伐採地  B1-2 30.17±31.77 2.67±1.30  112.50±156.19  

  (181)  (16)   (675) 

非伐採林 B2-1 70.33±46.63 3.50±4.46  106.17±150.65  

  (422)  (21)   (637) 

非伐採林 B2-2 40.83±40.20 2.05±2.14   38.83±19.74  

  (245)  (14)   (233) 

                

 

        

A4ab  A5c  A6c  合計 

2012  2012  2013 

9.5  11.7  10.15 

        

 42.67±31.29 18.50±2.61  70.67±84.01  

 (256)  (111)  (424)  1630 

 54.00±34.65 16.50±8.23  51.67±45.40  

 (324)  (99)  (310)  1605 

137.33±147.59 18.83±9.04  46.00±25.49  

 (824)  (101)  (276)  2281 

 78.17±55.17 16.17±12.99 29.33±11.08  

 (469)  (97)  (176)  1234 
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2) 千葉県房総半島 スギ林 

25 cm x 25 cm の土壌サンプル 1４カ所の平均値(一部 N=12: *, N=5: **, N=9: ***)．1972, 1973(年)の下の数字は調査

月日を示す． 

 

   土壌層 (厚さ)    1972  1972  1972* 1972  1972  1972  1972  1972  1972  1972    

     3.3    4.18   5.12  6.10  7.8    8.8   9.8    10.2   11.8  12.12  

A0層(3-6 cm)       3.79   5.14  24.00   6.86 12.50  7.80   6.57   6.86   9.53   9.79 

A1層(2-5 cm)       8.93  17.71  32.50  14.93 17.57 21.20  13.79  34.50  56.13  25.79 

A2層(4-6 cm)       3.07  13.36  25.00   4.93 20.86  4.80   8.86  11.29  15.53   4.43 

 

   土壌層 (厚さ)    1973**  1973***    

       1.10    3月 

A0層(3-6 cm)   3.79        0.40    0.67 

A1層(2-5 cm)   8.93       63.60   14.33 

A2層(4-6 cm)   3.07       11.60    4.67 

 

出典 

加藤宏保・福山研二 (2015) 房総半島スギ壮齢林における大型土壌動物の土壌層別の季節変動．Edaphologia, 96: 13-18. 

 

 

 

3) 北海道足寄町 落葉広葉樹林 

A0層 20 cm x 20 cm のサンプル 3ケ所．表の数値は 1㎡あたりの個体数に換算し，平均値と標準偏差(N=3)を示す． 

2008年 8月調査． 

 

北面上部 北面下部 南面上部 南面下部 谷部 

108±65 25±25 283±145 42±42 8±8 
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方位に着目した土壌と大型土壌動物の特徴．九州大学農学部附属演習林報告, 91: 1-6. 

 

 


